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マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 農地基盤工学研究領域 畑地工学担当 

電磁波を用いた土壌EC推定法の開発 

除塩効果の確認のため、土壌水分ECセンサーの出力値から、土壌EC（1：5水浸出法）を推定す
る手法を開発しました。 

 わが国の塩害被害調査等では1：5水浸出法が標
準的な土壌EC測定法となっています。 

 現地調査では、採取した土壌と水を1:5の割合で混
合し、土壌ECの測定を行っています。 

 広範囲にわたる塩害被害調査では、サンプル数が
多く、土壌ECの測定が困難でした。 

研究のポイント 

土中に金属製のロッドを挿入し電磁波を伝播させると、
電磁波の伝わる速さ（伝播速度）から土壌水分量を、
減衰割合からECを測定することができます。 

土壌水分ECセンサーを用いて土壌水分量と土壌の
見かけのEC（土壌の総体的なEC）を測定します。こ
れらの値をもとに飽和土壌水ECを求め、1：5水浸出
法による土壌EC値を推定する式を求めました。 

土中に設置した測定部を電磁波が 
伝わるイメージ図 

ここで開発している技術は、東日本大震災の津波で被災した亘理町のイチゴ栽培ハウスの
除塩の進行状況を把握するためにも使われました。また、現在は、一旦深部に排除した塩
分が根群域に上昇してきていないかを監視するためにも使われています。 

土壌ECの現地モニタリングの例 

研究の背景 

推定法の概要 

現地への適用例 

土中へのセンサーの設置状況 
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EC1:5=0.1238ECs+0.0832

R2=0.90

飽和土壌水ECと土壌ECの関係 


